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資料１
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１．都市美観又は自然景観に調和し、デザイン性に優れたものにするよう
努めること

２．周囲の環境を損なわないこと

３．原色を過度に使用していないこと

４．著しく汚染し、退色し、又は塗料の剥離したものでないこと

５．電飾設備を有するものにあっては、昼間においても美観を損なわない
こと

６．広告を表示しない面及び脚部で展望可能の部分は、塗装その他の装飾
をすること

７．容易に腐朽し、又は破損しない構造であること

８．風雨その他の振動、衝撃等により容易に破損、落下又は倒壊するおそ
れのないこと

９．交通を妨害するような位置に表示又は設置していないこと

10．交通信号機、道路標識等の効用を阻害しないこと

◆共通基準

許可基準の概要
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◆個別基準（申請の多い主なもの）

許可基準の概要
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別表①

Ａ．：名神高速道路、東名高速道路、中央道の路端から５００m以上１,０００m
までの区間

Ｂ．：国道４１号の路端から１００m以上１０００mまでの区間
国道１５５号及び名鉄小牧線の路端から１０００mまでの区間

許可基準の概要

◆個別基準（申請の多い主なもの）
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許可基準の概要

◆個別基準（その他簡易広告物等）
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許可基準の概要

◆適用除外基準
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許可基準の概要

◆色彩基準

〇マンセル表色系とは
色相、明度、彩度の３つの要素の組み合わせにより、一つの色彩を表現

・色相：赤や緑、青といった「色合い」

・明度：「色の明るさ（明暗）」の度合い

・彩度：「色の鮮やかさ」の度合い

・無彩色とは、色相、彩度（０）がなく、明度のみがあるもの

〇マンセル値とは
色相を１～１０の数字と記号（赤はＲ、青はＢ、黄はＹなど）で示し、
明度を０～１０の数字、彩度を０（無彩色）～１４の数字で表す

例） ５Ｒ ４／１２

色相 彩度明度

７



マンセル表色系を用いて、色彩の基準について定めます。

①共通基準、個別基準における色の定義

②景観重点地区（やすらぎみち）における基準

（条文）彩度の低い色彩を表示面積の１/２以上使用すること

許可基準の概要

◆色彩基準

・色相が、赤（R）及び橙（YR）については彩度６以下

・色相が、黄（Y）については彩度4以下

・色相が、その他の色については彩度２以下

地色 全体の割合に関係なく背景の部分の色

黒色 色相が、なし（無彩色（Ｎ））で、明度が３を超えないもの

原色 色相が、赤（Ｒ）・青（Ｂ）・黄（Ｙ）で、彩度が１２を超えるもの

赤色 色相が、赤（Ｒ）で、彩度が１２を超えるもの
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許可基準の概要

◆色彩基準
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許可基準の概要

◆色彩基準

・色相が、赤（R）及び橙（YR）については彩度６以下
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許可基準の概要

◆色彩基準

・色相が、黄（Y）については彩度4以下
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許可基準の概要

◆色彩基準

・色相が、その他の色については彩度２以下
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許可基準の概要

◆色彩基準

・色相が、その他の色については彩度２以下
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電光ニュース・デジタルサイネージ等の電光表示その他を利用して動画の
表示等を変えて表示を行うことができる広告について、

・表示面が交通信号機から５メートル以上離れていること
（運転者、歩行者の視点から交通信号機の視認性の低下がない場合を除く）

許可基準の概要

◆デジタルサイネージ等の基準

共通基準中、

１０．交通信号機、道路標識等の効用を阻害しないこと
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〇制定に向けたスケジュール

＜参考＞

年月 内容

令和7年5月29日 第1回景観審議会

令和7年7月16日 第2回景観審議会

令和7年8月～9月 パブリックコメント

令和7年10月上旬 第3回景観審議会

令和7年12月 条例公布

令和8年4月1日～ 条例施行
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